
緊急シンポジウム｢東北アジアの平和と日朝国交正常化｣

の呼びかけと賛同のお願い

あやめの便りも聞かれるころとなりました。

年６月の「南北共同宣言」は朝鮮半島・東北アジアの平和に向けて大きな前進であり、以２０００

後、南北関係は友好の度を日に日に強めています。日朝間も 年９月 日の「日朝ピョンヤ２００２ １７

」 、 、 、ン宣言 は 日朝関係を新たな地平に立たせるものでしたが その後は拉致問題のみが焦点化し

交渉は前進していません。また、６カ国協議は、 年９月 日の「共同声明」で、朝鮮半島２００５ １９

の非核化がうたわれるなどの成果と前進を見ました。しかし、その後は米朝間の対立などで停滞

、 。 、 「 」 「 」し 協議は再開されていません 日本国内では 圧倒的な 拉致問題 世論のなかで 経済制裁

が喧伝されたままです。このなかで在日コリアンに対する人権侵害が後を絶ちません。他方、朝

鮮総聯と民団という対立してきた２大在日組織が和解を宣言するなど新たな前進を生み出そうと

しています。

こうしたなかで、いま、改めて日朝両政府に対して、日朝ピョンヤン宣言を基礎に、制裁や対

立ではなく、対話をもって両国の懸案課題の解決を求めていく必要があります。そのためにも、

これまで東北アジアの平和に向けて努力してきた諸団体・個人が現状認識をともにし、いかにし

て現状を打開するかを協議し、共同のアピールを採択し、日本政府に要望し、新たな世論形成を

はかりたいと考え、緊急シンポジウムを７月 日に開催します。１１

ぜひとも、みなさまのご協力・ご賛同をお願い申し上げます。

名 称 緊急シンポジウム「東北アジアの平和と日朝国交正常化」：

： ２００６ １１ （火）１８：３０～２０：４５ １８：００開場日 時 年７月 日

： ２Ｆ （千代田区神田駿河台３－２－１１ ℡０３－３２５３－１７７１）会 場 総評会館 大会議室

（大阪経済法科大学アジパネリスト： 李鍾元（立教大学教授）、斎藤貴男（ジャーナリスト）、吉田康彦

ア太平洋研究センター客員教授） （東京大学名誉教授・日朝国交促進国民協会事、和田春樹

櫛渕万里（ピースボート事務局長、司会・コーディネータ）他／意見表明＝日務局長）、

朝友好地方組織、東京２３区日朝友好議員連盟、民族学校関係者、「韓国・朝鮮の遺

族とともに２００６夏」実行委員会など／集会アピール（政府への要請文）採択

主 催： 緊急シンポジウム実行委員会

呼びかけ＝東北アジアに非核・平和の確立を!日朝国交正常化を求める連絡会

（略称・東北アジア連絡会、連絡先事務局＝平和フォーラム）

緊急シンポジウム｢東北アジアの平和と日朝国交正常化｣の趣旨に

ご賛同いただけましたら、必要事項にご記入の上、返送してください

肩書きお名前

団体名

連絡先住所

℡

E-mail

返信先 ＦＡＸ：０３－５２８９－８２２３ Ｅ－ＭＡＩＬ：peace-forum@jca.apc.org

シンポジウムの内容や賛同者一覧は http://www.peace-forum.com/ をご覧ください

フォーラム平和・人権・環境連絡先＝

－８２２３千代田区神田駿河台 総評会館３－２－１１ ５Ｆ Tel０３－５２８９－８２２２ Fax０３－５２８９

口座名 フォーラム平和・人権・環境賛同カンパにご協力を 振込先＝

（当日でも結構です） 郵便振替 00100-8-663541


